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第26期 

運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

日本ニューテクノロジー・オープン 
（愛称 地球視点） 

 

【2023年12月15日決算】 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「日本ニューテクノロジー・オープン（愛称

地球視点）」は、2023年12月15日に第26期決算を迎え

ましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を

申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 
2010年12月28日から2045年12月15日まで

です。 

運 用 方 針 

わが国の金融商品取引所上場の株式のう

ち、世界が注目する次世代産業を担う

ニューテクノロジーに強みを持つ日本企業

の株式に投資し、投資信託財産の積極的な

成長を目指して運用を行います。 

ニューテクノロジーとは、新しい価値を創

造し、社会に大きな変化をもたらす技術を

指します。 

投資にあたっては、ニューテクノロジーに

より収益の拡大が期待される企業に着目し

ます。 

ボトムアップ・アプローチによる徹底した

リサーチにより、銘柄の絞込みを行います。 

主 要 投 資 

対 象 

わが国の金融商品取引所上場株式を主要投

資対象とします。 

投 資 制 限 

株式（新株引受権証券および新株予約権証券

を含みます。）への投資割合には制限を設け

ません。外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎年６月15日および12月15日（それぞれ休

業日の場合は翌営業日）に決算を行い、原則

として、以下の方針に基づき、収益分配を行

います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。 

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価

額水準等を勘案のうえ決定します。分配可

能額が少額の場合や基準価額水準によって

は、収益分配を行わないことがあります。 
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日本ニューテクノロジー・オープン（愛称 地球視点） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

22期(2021年12月15日) 20,947 1,200 8.4 98.8 － 3,954 

23期(2022年６月15日) 18,533 900 △ 7.2 80.5 － 6,139 

24期(2022年12月15日) 16,777 700 △ 5.7 92.0 － 9,017 

25期(2023年６月15日) 19,581 1,000 22.7 97.3 － 11,006 

26期(2023年12月15日) 18,077 800 △ 3.6 94.6 － 10,687 
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） 当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動する成果を目指した運用を行っておりません。そのため、特定のベンチマークおよび参

考指数を設けておりません。 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2023年６月15日 19,581 － 97.3 － 

６月末 19,458 △0.6 92.3 － 

７月末 19,615 0.2 94.8 － 

８月末 19,607 0.1 96.5 － 

９月末 19,296 △1.5 95.3 － 

10月末 18,087 △7.6 94.5 － 

11月末 19,281 △1.5 92.5 － 

(期  末)     

2023年12月15日 18,877 △3.6 94.6 － 
 

（注） 期末基準価額は１万口当たり分配金（税引前）込み、騰落率は期首比。 
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日本ニューテクノロジー・オープン（愛称 地球視点） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2023年６月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、機械、その他製品、ガラス・土石製品などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、ダイコク電機、ＴＯＷＡ、トヨタ自動車などが基準価額にプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、電気機器、卸売業、精密機器などが基準価額にマイナスに影響しました。 

・個別銘柄では、ソシオネクスト、円谷フィールズホールディングス、ゲームカード・ジョイコホールディングスな

どが基準価額にマイナスに影響しました。 
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日本ニューテクノロジー・オープン（愛称 地球視点） 

  
当期の国内株式市場は、高値圏で一進一退の展開となりました。2023年８月半ばから９月半ばにかけては、米国

長期金利の頭打ち感などを背景に株価が上昇し、一時東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は2023年の年初来高値を更新しま

した。しかしその後は、日銀のマイナス金利解除観測を受けて国内金利が上昇を続け、一時日本の10年国債の利回り

が１％に接近する動きを見せたことから、株式市場は下落しました。11月以降は、再び米国の長期金利が下落に転じ

米国株が反発したことを背景に、国内株式市場もある程度回復しました。 

 

  
経済・社会のデジタル化の恩恵が期待されるデジタル・テクノロジー、地球環境改善に資するグリーン・テクノロ

ジー、健康で美しい生活の実現を支援するヘルスケア・テクノロジーを有望分野と位置付けた運用を行いました。

2023年11月半ばまでは、デジタル・テクノロジー分野において高位の組入れを行っていた半導体関連株を段階的に

削減して通信株や電子部品株を買い付けたほか、ヘルスケア・テクノロジー分野で医薬品株を買い付けて同分野の

投資比率の引き上げなどを行いました。その後期末にかけては、内外金利の低下、為替相場の円高米ドル安への転換

を受けて、自動車関連株の組入れを削減し、株価調整が進んだ半導体関連株の組入れを再度増やしました。 

 

  
当ファンドはベンチマークおよび参考指数がないため、本項目は記載しておりません。 

 

  
当ファンドは毎年６月15日および12月15日（それぞれ休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、繰越分を含めた

経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額を分配対象収益として、分配可能額、基準価額水

準等を勘案のうえ分配金額を決定します。 

当期の分配につきましては、１万口当たり800円（税引前）とさせていただきました。なお、収益分配に充てなかっ

た留保益につきましては、運用の基本方針と同一の運用を行ってまいります。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第26期 

2023年６月16日～ 
2023年12月15日 

当期分配金 800  

(対基準価額比率) 4.238％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 800  

翌期繰越分配対象額 8,077  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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日本ニューテクノロジー・オープン（愛称 地球視点） 

  
経済・社会のデジタル化の恩恵が期待されるデジタル・テクノロジー、地球環境改善に資するグリーン・テクノロ

ジー、健康で美しい生活の実現を支援するヘルスケア・テクノロジーを重点投資分野とする運用を継続する考えです。 

インフレを受けた金利上昇、米ドル高という投資環境は、インフレ圧力の低下を受けて、金利低下、米ドル安へと

転換したと捉えております。こうした投資環境の変化を受けて、当面は景気感応度の高い半導体、電子部品、電子材

料を手掛ける企業などデジタル・テクノロジー分野の株式の組入れを高位とする方針です。 

引き続き当ファンドでは、テクノロジーに着目し、「富」を産み出すテクノロジー株への投資によって投資信託財

産の積極的な成長を目指してまいります。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 
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日本ニューテクノロジー・オープン（愛称 地球視点） 

○１万口当たりの費用明細 (2023年６月16日～2023年12月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 148  0.770  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 69)  (0.358)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 74)  (0.385)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 47   0.245   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 47)  (0.245)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.006   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 196   1.021    

期中の平均基準価額は、19,224円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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日本ニューテクノロジー・オープン（愛称 地球視点） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.54％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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日本ニューテクノロジー・オープン（愛称 地球視点） 

○売買及び取引の状況 (2023年６月16日～2023年12月15日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 6,267 16,256,197 5,595 16,483,437 
 (  306) (        －)

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切捨て。 

（注） ( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○株式売買比率 (2023年６月16日～2023年12月15日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 32,739,635千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 10,371,919千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 3.15   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年６月16日～2023年12月15日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 16,256 3,106 19.1 16,483 2,416 14.7 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 26,886千円 
うち利害関係人への支払額（B） 3,645千円 

（B）／（A） 13.6％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式会
社ＳＢＩ証券です。 
 
  

株式 

利害関係人との取引状況 
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日本ニューテクノロジー・オープン（愛称 地球視点） 

○組入資産の明細 (2023年12月15日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

化学（10.7％）    

クラレ 100 － － 

信越化学工業 60 50 272,950 

住友ベークライト － 20 143,700 

富士フイルムホールディングス 15 30 257,340 

デクセリアルズ － 50 207,250 

日東電工 － 20 198,620 

医薬品（6.5％）    

塩野義製薬 － 30 210,660 

中外製薬 － 40 213,760 

ロート製薬 70 40 112,200 

第一三共 40 30 120,150 

ガラス・土石製品（4.2％）    

日本電気硝子 － 50 155,400 

ＭＡＲＵＷＡ － 10 268,000 

機械（11.1％）    

ディスコ 13 5 164,650 

ＴＯＷＡ － 30 205,200 

ローツェ － 10 140,900 

ＳＡＮＫＹＯ 40 － － 

ダイコク電機 70 － － 

セガサミーホールディングス 70 － － 

三菱重工業 40 80 608,960 

ＩＨＩ 50 － － 

電気機器（46.2％）    

イビデン 40 30 227,970 

日立製作所 40 50 492,950 

ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＬＥＣＴＲＩＣ － 50 154,750 

ソシオネクスト 25 － － 

芝浦メカトロニクス 13 20 126,800 

ダイヘン － 20 124,000 

日本電気 － 30 243,930 

富士通 － 10 207,350 

ルネサスエレクトロニクス 150 100 252,000 

ＥＩＺＯ 50 － － 

パナソニック ホールディングス 200 － － 

ソニーグループ 30 30 400,950 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ＴＤＫ 40 40 263,000 

アドバンテスト 15 20 96,900 

キーエンス 5 4 250,000 

日本マイクロニクス － 30 104,100 

レーザーテック － 5 163,500 

ローム 10 100 290,000 

新光電気工業 40 40 216,840 

京セラ 30 30 242,850 

太陽誘電 － 50 180,100 

村田製作所 － 80 225,760 

ＳＣＲＥＥＮホールディングス 17 15 168,375 

東京エレクトロン 13 10 243,700 

輸送用機器（2.6％）    

デンソー 50 － － 

川崎重工業 50 － － 

トヨタ自動車 200 100 260,050 

本田技研工業 60 － － 

精密機器（5.2％）    

テルモ － 40 185,880 

東京精密 － 20 170,740 

ニコン 100 － － 

ＨＯＹＡ 15 10 169,900 

Ａ＆Ｄホロンホールディングス 70 － － 

その他製品（5.7％）    

ＴＯＰＰＡＮホールディングス 100 100 378,100 

大日本印刷 50 － － 

任天堂 20 30 203,340 

情報・通信業（7.8％）    

ＰＫＳＨＡ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 40 － － 

大塚商会 － 50 305,950 

ＵＳＥＮ－ＮＥＸＴ ＨＯＬＤＩＮＧＳ － 60 225,300 

日本電信電話 － 1,500 254,700 

ソフトバンクグループ 50 － － 

卸売業（－％）    

円谷フィールズホールディングス 100 － － 

合 計 
株 数 ・ 金 額 2,191 3,169 10,109,525 

銘柄数＜比率＞ 40 45 ＜94.6％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。
（注） 合計欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
 

国内株式 
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日本ニューテクノロジー・オープン（愛称 地球視点） 

○投資信託財産の構成 (2023年12月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 
株式 10,109,525 84.6 

コール・ローン等、その他 1,837,157 15.4 
投資信託財産総額 11,946,682 100.0 

 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年12月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 11,946,682,128   

 コール・ローン等 1,263,481,604   

 株式(評価額) 10,109,525,000   

 未収入金 573,675,524   

(B) 負債 1,259,130,576   

 未払金 697,118,872   

 未払収益分配金 472,976,972   

 未払解約金 4,344,026   

 未払信託報酬 84,079,554   

 未払利息 1,176   

 その他未払費用 609,976   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,687,551,552   

 元本 5,912,212,155   

 次期繰越損益金 4,775,339,397   

(D) 受益権総口数 5,912,212,155口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 18,077円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.8077円です。
（注） 当ファンドの期首元本額は5,620,881,703円、期中追加設定元

本額は1,551,114,733円、期中一部解約元本額は1,259,784,281
円です。 

 

○損益の状況 (2023年６月16日～2023年12月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 78,079,092   

 受取配当金 78,215,689   

 受取利息 720   

 その他収益金 541   

 支払利息 △      137,858   

(B) 有価証券売買損益 △  345,139,573   

 売買益 1,048,770,370   

 売買損 △1,393,909,943   

(C) 信託報酬等 △   84,733,935   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  351,794,416   

(E) 前期繰越損益金 731,405,782   

(F) 追加信託差損益金 4,868,705,003   

 (配当等相当額) (  2,191,005,805)  

 (売買損益相当額) (  2,677,699,198)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 5,248,316,369   

(H) 収益分配金 △  472,976,972   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 4,775,339,397   

 追加信託差損益金 4,868,705,003   

 (配当等相当額) (  2,191,005,805)  

 (売買損益相当額) (  2,677,699,198)  

 分配準備積立金 258,428,810   

 繰越損益金 △  351,794,416   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を
いいます。 

（注） 収益分配金 

決算期 第26期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 0円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 0円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 4,516,910,587円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 731,405,782円 

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 5,248,316,369円 

 分配対象収益(１万口当たり) 8,877円 

 分配金額 472,976,972円 

 分配金額(１万口当たり) 800円 
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日本ニューテクノロジー・オープン（愛称 地球視点） 

用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。 
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 

  



品 名：90009_552228_026_03_日本ニューテクノロジー・オープン_993408.docx 

日 時：2024/1/30 10:13:00 

ページ：11 

 

― 11 ― 

日本ニューテクノロジー・オープン（愛称 地球視点） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税引前） 800円 

支払開始日 2023年12月21日（木）までの間に支払いを開始します。 

お支払場所 取得申込みを取扱った販売会社の本支店 
 
 
 

<お知らせ> 
・ＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社への商号変更等に伴い、投資信託約款に所要の変更を行いました。（実施日：2023年７月１日） 

・2024年１月から開始されるNISA成長投資枠への対応を目的として、デリバティブ取引に係る利用目的の明確化および信託期間の延長に関する投資信

託約款の変更を行いました。（実施日：2023年９月15日） 

 


